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元気いっぱい、体がはずむ！
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【５日】町長から行政報告を受けた後、副議長の選挙、議会運営委員の選任を行い（副議長に橋本議員、

議会運営委員に岡本議員）、使用料等審査特別委員会から審査結果を報告、使用料等の改正について、全

て原案どおり可決しました。続いて、新庁舎等建設調査特別委員会から調査結果を報告した後、定住自立

圏形成協定の議決に関する条例、補正予算など、平成30年度関連議案を審議し、原案通り可決しまし

た。その後、平成31年度関連議案を一括上程し、予算編成方針が示された後、議員１名（新鞍）が一般

質問に登壇。美幌駅での乗車券販売などについて活発な議論が交わされました。

【６日】議員５名（戸澤・坂田・上杉・大江・岡本）が一般質問に登壇。街路灯のＬＥＤ化、スマホ依存、

ＳＮＳ情報発信、給食費の助成、国保病院駐車場の拡充などについて活発な議論が交わされました。

【７日】議員１名（稲垣）が一般質問に登壇。災害に強いまちづくりなどについて活発な議論が交わされ

ました。その後、各担当部長から新年度関連議案について説明を受けました。

【８、11日】前日に引き続き、各担当部長から新年度関連議案について説明を受けた後、各議員が新年度

予算案に対する疑問点を整理しました。

【12、13日】各議員が疑問点を整理、資料を要求したものに対して、関係部局が資料を作成しました。

【14、15日】新年度予算案など議案に対する質疑を行ないました。

【18日】新年度予算案に対する質疑を行い、会派等審議を行った後、新年度関連議案の表決が行われ、

損害賠償の追加議案を審議し、全て原案どおり可決しました。その後、定期監査報告などの報告を受け、

改選期前最後の議会となるため、議長・町長から退任の挨拶が行われ、全日程を終了し閉会しました。

◆ご寄附について

　札幌市在住の東原俊郎様（太陽グループ）から、次世代を担う子どもたちの育成に

役立ててほしいと、500万円のご寄附をいただきました。ご趣旨に沿って活用します。

◆新たな防衛計画の大綱等について

　日本の安全保障の指針となる防衛計画の大綱等が閣議決定されました。地域経済や雇用、災害発生時の

対応など美幌駐屯地の充実強化を求めるため、さらなる活動を積極的かつ精力的に推進していきます。

　※その他、教育長の辞職（平野浩司氏）について報告がありました。

改選期前最後の議会！新年度予算などを審議

3月定例会3月定例会 ３

月

定

例

会

の

概

要

３月定例会のあらまし

町長の行政報告（要旨）
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　受益と負担の公平性の確保など適正な料金を設定するため、昨年12月、町から使用料等改定の提案があり

ました。議会では、広く町民に負担を求める重要な案件であることから、使用料等審査特別委員会を設置し慎

重に審査をした結果、３月定例会ですべて原案どおり可決しました。審査過程での指摘事項は次のとおりです。

１　集会室使用料に関わる管理委託料について

　集会室の使用料収入が減少し、受託自治会の大きな財政的負担となっている。

各施設の指定管理者等から費用負担の状況を聴取し、管理委託料見直しなど、

負担軽減をできるだけ速やかに検討されたい。

２　集会室使用料の格差是正について

　地域の集会室は、コミュニティ活動、地域の防犯、防災など、行政と町民

との協働作業の拠点である。利用実態が同じでも僅かな面積の大小により料

金格差を設けることが妥当なのか、今後の検討課題とされたい。

３　町内利用者と町外利用者の料金格差について

　将来の人口減少を見据え、広域連携による無駄のない施設の有効利用など、地域間交流の推進、交流人口

の誘引を考慮し、将来において町内外利用者の料金格差是正も視野に入れ、料金のあり方を研究されたい。

４　高齢者の使用料のあり方について

　今回の改正では、受益者負担の原則と理解しつつも、高齢者の社会参加を支援する政策的観点から、町の

財政状況に配慮しながら、高齢者の使用料無料化を検討課題とされたい。

５　条例の施行日について

　今回の改正は、今後予定されている消費税増税改正と重なることから、町民に不安を与えぬよう、使用料

等改正の主旨を町民へ十分に説明されたい。

　施設・サービス使用料などの負担を町民が適正に分かち合い、利用者がどこまで負担すべきか、また町民

が納める税でどこまで補うべきかの考え方についてより具体的に論議していくことも必要である。引き続き、

議会として、住民全体の立場に立ち、効率的で適正な行財政運営となっているのか監視、議論していきたい。

こ

ん

な

こ

と

を

決

め

ま

し

た

ごみ処理など料金改定決定！〈使用料等審査特別委員会報告〉

審査過程の指摘事項（要旨）

【10月からの主な料金改定内容】

１　廃棄物等手数料（ごみ袋、家庭系直接搬入ごみ）の25％増

２　網走川河畔公園パークゴルフ場使用料の増

　・町民１日券が100円から200円に

　・１シーズン券が20％増

　・町外者利用の割増（50％増、１日券が300円）

　・75歳以上利用者が無料から有料に
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町
で
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
２

回
目
と
な
る
。
今
回
、
美

幌
町
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
競

技
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

風
し
ん
抗
体
検
査
・

　
　
　
　
予
防
接
種
委
託

︵
３
０
３
万
８
千
円
︶

　
　
内
容
・
対
象
者
は
。

　
　
39
歳
か
ら
56
歳
の
男

性
を
対
象
に
、
検
査
・
予

防
接
種
を
行
う
。
う
ち
46

歳
以
下
に
は
個
別
に
受
診

券
を
送
付
す
る
。

　モ
ア
ツ
リ
ー
ズ
・

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
負
担
金

︵
３
５
万
円
︶

　
　
事
業
内
容
は
。

　
　
森
林
保
全
団
体
モ
ア

ツ
リ
ー
ズ
︵
代
表
・
音
楽

家
　
坂
本
龍
一
氏
︶
と
の

森
林
整
備
協
定
調
印
式
、

森
林
環
境
講
演
会
な
ど
を

予
定
︵
８
／
３
〜
５
︶
し

て
い
る
。

﹁
峠
の
湯
﹂
駐
車
場

電
源
供
給
設
備
設
置
工
事

︵
１
１
９
万
９
千
円
︶

　
　
工
事
内
容
・
目
的
は
。

　
　
美
幌
町
内
に
観
光
客

を
呼
び
込
み
、
通
過
型
観

光
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、

﹁
峠
の
湯
び
ほ
ろ
﹂
に
、

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
の

宿
泊
を
可
能
と
す
る
電
源

供
給
設
備
を
整
備
し
、
Ｒ

Ｖ
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
。

道
路
案
内
標
識
修
正
業
務

委
託
︵
１
７
６
万
７
千
円
︶

　
　
修
正
内
容
は
。

　
　
町
民
・
来
訪
者
に
わ

か
り
や
す
い
公
共
サ
イ
ン

と
す
る
た
め
、
施
設
名
や

英
語
表
記
を
修
正
す
る
。

美
幌
高
等
学
校
学
習
環
境

整
備
補
助
︵
５
４
万
円
︶

　
　
助
成
内
容
は
。

　
　
特
進
コ
ー
ス
の
生
徒

を
対
象
に
、
希
望
進
学
等

を
実
現
す
る
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
よ
る
自
宅

学
習
の
環
境
整
備
を
行
う
。

小
中
学
校
扇
風
機
・

　
　
　
　
エ
ア
コ
ン
設
置

︵
４
２
５
万
円
︶

　
　
設
置
場
所
は
。

　
　
児
童
生
徒
の
熱
中
症

予
防
対
策
の
た
め
、
各
教

室
及
び
体
育
館
に
扇
風

機
、
保
健
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
。

博
物
館
特
別
展
開
催

︵
４
４
６
万
２
千
円
︶

問
　
特
別
展
開
催
内
容
は
。

答
　
美
幌
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
写
真
家
・
前
川
貴
行

氏
の
動
物
写
真
を
展
示
し
、

野
生
動
物
の
生
き
る
奇
跡

の
瞬
間
に
ふ
れ
る
写
真
展

を
開
催
す
る
。

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
策
定
委
託

︵
１
千
２
０
０
万
円
︶

　
　
事
業
内
容
は
。

　
　
老
朽
化
し
た
下
水
道

管
渠
の
点
検
・
調
査
を
行

い
、
修
繕
計
画
を
策
定
す

る
。
汚
水
管
に
つ
い
て
、

管
口
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ

る
管
渠
内
及
び
マ
ン
ホ
ー

ル
内
点
検
調
査
を
行
う
。

防
災
設
備
電
気
改
修
・

防
災
発
電
機
導
入
設
備
修
繕

︵
８
９
４
万
３
千
円
︶

　
　
修
繕
内
容
は
。

　
　
停
電
発
生
時
に
対
応

す
る
も
の
と
し
て
、
電
子

カ
ル
テ
機
器
等
へ
電
源
供

給
す
る
た
め
の
電
気
設
備

改
修
で
２
１
９
万
３
千
円
。

 

人
工
透
析
装
置
の
防
災

用
自
家
発
電
機
設
置
に
必

要
な
施
設
及
び
電
気
設
備

改
修
で
６
７
５
万
円
の
修

繕
を
予
定
し
て
い
る
。

〜　国民健康保険病院　〜

〜　美幌博物館　〜

〜　美幌高校　〜

〜　ＲＶパーク　〜

土
　
　
木
　
　
費

教
　
　
育
　
　
費

公
共
下
水
道
特
別
会
計

病
院
事
業
会
計

問答

問答問答

問答問答

問答

一般会計歳出予算と主な事業 ◆新規事業　◇拡充事業　（対前年比）
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こ

ん

な

こ

と

を

決

め

ま

し

た

一

般

質

問

に
は

７
人
が
登
壇

質
問
者
と
質
問
項
目

■
新
鞍
　
峯
雄
　議
員
　…

…
…

７
頁

　
①
美
幌
駅
で
の
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
販
売

　
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
招
致

■
戸
澤
　
義
典
　議
員
　…

…
…

８
頁

　
①
危
険
性
ご
み
収
集
処
理

　
②
街
路
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

■
坂
田
　
美
栄
子
　議
員
　…

…

９
頁

　
①
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　
②
子
育
て
支
援
拡
充

　
③
子
ど
も
の
ス
マ
ホ
依
存

■
上
杉
　
晃
央
　議
員
　…

…
…

10
頁

　
①
新
庁
舎
完
成
後
の

　
　
　
　
　
空
き
ス
ペ
ー
ス
活
用

　
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
情
報
発
信

■
大
江
　
道
男
　議
員
　…

…
…

11
頁

　
①
国
保
税
均
等
割
の
減
免

　
②
国
連
家
族
農
業
の
10
年

　
③
給
食
費
の
無
償
・
一
部
助
成

■
岡
本
　
美
代
子
　議
員
　…

…

12
頁

　
①
国
保
病
院
駐
車
場
の
拡
充

　
②
危
険
ご
み
ス
プ
レ
ー
缶
処
理

　
③
性
的
少
数
者
へ
の
対
応

■
稲
垣
　
淳
一
　議
員
　…

…
…

13
頁

　
①
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

　
②
防
災
﹁
Ｄ
Ｏ
は
ぐ
﹂
の
普
及

　
③
美
幌
こ
ど
も
食
堂
支
援

１　新庁舎等建設の必要性について

　現庁舎は、建設後57年が経過し、震度６以上

の振動及び衝撃に対して倒壊及び崩壊する危険性

が高い状況であり、耐震補強工事を行っても将来、

大規模改修が想定されることから、新庁舎建設を

進める必要がある。

２　基本理念及び新庁舎の機能について

①安心…「防災拠点としての役割」、「ユニバー

サルデザイン・バリアフリー機能」について、役

割・機能を十分に発揮できる新庁舎となることに

期待したい。「セキュリティ機能」ついては、庁

舎管理に対応した効率的な機能とされたい。

②親しみ…「憩いの場」については、建設費用・

面積の観点から必ずしも庁舎内に交流スペースを

設けず、休日等の駐車場未使用時にイベントを開

催することも検討されたい。

③便利…窓口機能の強化、執務機能について、

来庁者に配慮された窓口、相談室等の配置となる

よう、町民、職員の意見を聴取検討されたい。

３　議会機能の整備について

①議場の議員議席数については、現状の14議席

とされたい。

②議場の説明員席については、機器整備が増大と

ならないよう最小限とされたい。

③議場の映像配信・録画録音設備を整備されたい。

現状システムで使用できる場合は活用されたい。

④傍聴者に配慮された個数のモニター、スピーカー

を設置されたい。

⑤委員会室については、現在、議場で使用してい

る録音が可能なマイクシステムを移設整備し、プ

ロジェクター、スクリーンを設置されたい。

４　新庁舎の基本指標について

①美幌町行政組織のあり方、役職、職員の配置な

ど、町民にとってわかりやすい組織を検討し、新

庁舎建設に反映されたい。

②計画での新庁舎の規模は、おおむね4,500㎡と

示されているが、行政以外の団体等の庁舎利用計

画を精査し、保健福祉総合センター、町民会館の

活用も視野に入れ、建設面積の圧縮に努められた

い。

　メインコンセプトの「人と未来をつなげる空間」、

「安心」、「親しみ」、「便利」が実現される新

美幌町役場庁舎建設となることを期待したい。

〜　美幌町役場新庁舎完成予想　〜

　美幌町役場新庁舎建設について、特別委員会を設置（平成29年９月）し、様々な角度から比較検討を

行い論議を深めてきました。３月定例会で最終とりまとめの報告をしましたので、概要をお知らせします。

新庁舎建設「安心・親しみ」実現に期待〈新庁舎等建設調査特別委員会報告〉
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Ｊ
Ｒ
美
幌
駅
が
平

成
28
年
５
月
に
無
人
化

と
な
り
、
街
中
の
商
工

会
議
所
で
Ｊ
Ｒ
乗
車
券

が
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、

今
年
４
月
か
ら
美
幌
駅

構
内
の
美
幌
物
産
協
会

で
販
売
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
の
販
売

は
駅
構
内
の
ど
こ
に
な

る
の
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
の
販

売
場
所
は
、
駅
構
内
の

観
光
案
内
所
及
び
都
市

間
バ
ス
乗
車
券
販
売
窓

口
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
美
幌
駅
が
無
人
化

と
な
る
前
の
出
札
室
は
、

現
在
、
空
き
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
活
用
予
定
は
。

　
　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら

は
、
無
人
駅
の
未
活
用

ス
ペ
ー
ス
を
無
料
で
活

用
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
間
仕
切
り
壁
の

設
置
や
電
源
工
事
な
ど

財
政
負
担
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
活
用
す
る
状
況

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
販
売

場
所
変
更
の
周
知
方
法

は
。

　
　
町
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
公
共
施
設
・

商
工
会
議
所
・
観
光
物

産
協
会
窓
口
で
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
を
行
う
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
新

聞
等
折
り
込
み
チ
ラ
シ

配
布
を
要
請
す
る
。

　
　
観
光
案
内
所
へ
の

支
援
の
考
え
は
。

　
　
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
販
売

業
務
を
受
託
す
る
観
光

物
産
協
会
に
対
し
て
、

売
り
上
げ
手
数
料
を
除

い
た
人
件
費
を
支
援
す

る
。

　
　
駅
ト
イ
レ
多
目
的

改
修
の
考
え
は
。

　
　
美
幌
駅
に
隣
接
す

る
﹁
林
業
館
き
て
ら
す
﹂

の
利
用
者
増
に
伴
い
、

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
・
手
す

り
の
設
置
を
行
っ
た
が
、

多
目
的
ト
イ
レ
と
し
て

整
備
す
る
に
は
、
大
規

模
改
修
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
要
望
等
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

放
送
の
イ
ベ
ン
ト
招
致

に
よ
り
、
全
国
に
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
考
え
は
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
に
は
、
観
客
席
を

８
０
０
席
以
上
確
保
で

き
る
会
場
が
必
要
に
な

る
。

　
美
幌
町
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催

が
可
能
と
考
え
ら
れ
る

が
、
照
明
設
備
の
設
置

や
床
の
保
護
な
ど
多
額

の
経
費
が
必
要
と
な
り
、

開
催
は
難
し
い
。

　
町
の
全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ

は
、
様
々
な
媒
体
や
機

会
を
通
じ
て
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｊ

Ｒ

美

幌

問答
駅
ト
イ
レ
の
多
目
的
改
修
の
考
え
は

大
規
模
改
修
と
な
る
た
め
要
望
を
把
握
し
検
討
す
る

峯
雄
議
員

新
鞍峯

雄

新
鞍

問答

問答

問問 答

問答

問答

答

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

招
致
す
る
考
え
は

〜　無人化となった出札室　〜

〜　美幌駅　〜

〜　観光案内所　〜
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昨
年
12
月
、
札
幌

市
に
お
い
て
、
ス
プ
レ
ー

缶
の
ガ
ス
抜
き
作
業
が

原
因
と
な
る
爆
発
火
災

事
故
が
発
生
し
大
き
な

問
題
と
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
受
け
、
国
か
ら

﹁
ス
プ
レ
ー
缶
を
処
理

す
る
際
に
は
穴
を
空
け

な
い
﹂
と
す
る
周
知
徹

底
の
考
え
が
示
さ
れ
た

が
、
対
応
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
美
幌
町
で
も
、
ス
プ

レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
は﹁
必
ず
使
い
切
っ

て
、
穴
を
空
け
ず
に
出

し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
収

集
要
領
が
変
更
に
な
っ

た
。

　
今
後
の
収
集
要
領
等

の
考
え
方
、
対
策
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　
美
幌
町
で
は
、
ス

プ
レ
ー
缶
収
集
・
処
理

に
よ
る
収
集
車
等
の
火

災
事
故
を
考
え
、
ス
プ

レ
ー
缶
処
理
の
際
に
は

穴
を
空
け
る
こ
と
と
し

て
い
た
が
、
札
幌
市
の

火
災
事
故
、
国
の
通
知

を
受
け
、
ご
み
収
集
・

処
理
業
者
と
協
議
の
う

え
、
缶
に
は
穴
を
空
け

な
い
で
排
出
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
今
後
も
適
切
な
ス
プ

レ
ー
缶
の
ガ
ス
抜
き
方

法
や
缶
を
ご
み
と
し
て

出
す
際
に
穴
を
空
け
な

い
こ
と
な
ど
町
民
へ
の

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
使
用
済
み
ボ
タ
ン

電
池
同
士
の
接
触
に
よ

る
火
災
事
故
の
事
案
も

あ
る
。
電
池
等
有
害
ご

み
の
捨
て
方
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
対
応
を

伺
い
た
い
。

　
　
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
電
池
の
使

い
切
り
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
の
絶
縁
後
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
利
用
な
ど
周

知
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
内
街
路
灯
等
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
街
路
灯
・
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
平
成

30
年
８
月
か
ら
開
始
し
、

今
年
１
月
末
で
完
了
し

て
い
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
換
え

灯
数
は
、
合
計
２
千
２

４
０
灯
で
、
新
設
し
た

防
犯
灯
は
88
灯
、
撤
去

し
た
街
路
灯
・
防
犯
灯

は
73
灯
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
街
路
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
よ
る
工
事
費
、
維

持
管
理
費
等
経
費
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　
街
路
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
工
事
費
は
３
億
９

千
７
４
３
万
円
、
10
年

間
の
リ
ー
ス
料
は
、
７

千
４
８
３
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に

よ
る
維
持
管
理
経
費
の

削
減
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
試
算
で
は
、
年
間

１
千
７
６
万
円
の
コ
ス

ト
削
減
を
見
込
ん
で
い

る
。

危

険

ご

み

問答
ス
プ
レ
ー
缶
処
理
に
よ
る
事
故
防
止
策
は

缶
の
ガ
ス
抜
き
方
法
等
周
知
徹
底
を
図
り
た
い

義
典
議
員

戸
澤義

典

戸
澤

問

答

問答問答

問答問答

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

コ
ス
ト
削
減
は
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町
で
は
、
健
康
づ

く
り
推
進
の
た
め
、
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
事

業
の
現
状
は
。

　
　
健
康
づ
く
り
の
無

関
心
層
を
掘
り
起
こ
し

健
診
受
診
者
を
増
や
す

目
的
で
、
平
成
29
年
度

か
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
事
業
内
容
は
健
診

受
診
者
や
講
演
会
参
加

者
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
達

成
者
に
景
品
が
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
平
成
29
年

度
の
申
請
者
は
３
４
０

名
︵
う
ち
達
成
者
１
６

１
名
︶
、
平
成
30
年
度

︵
１
月
末
現
在
︶
の
申

請
者
は
５
３
８
名
︵
う

ち
達
成
者
２
９
１
名
︶

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
事
業
の
成
果
は
。

　
　
事
業
評
価
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
健
診
結
果

説
明
会
参
加
率
の
向
上

が
挙
げ
ら
れ
る
。
説
明

会
に
参
加
す
る
こ
と
で

自
身
の
健
康
状
態
を
把

握
し
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
機
会
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
の
課
題
、
取

り
組
み
は
。

　
　
町
民
が
楽
し
み
関

心
を
持
て
る
事
業
内
容

を
検
討
し
、
健
診
受
診

率
の
向
上
、
健
康
づ
く

り
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
本
町
の
出
生
数
は

年
々
減
少
し
、
平
成
29

年
は
１
１
０
人
、
平
成

30
年
は
91
人
と
な
っ
て

い
る
。

　
出
生
数
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
子

育
て
支
援
拡
充
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　
本
町
で
は
、
保
育

料
の
軽
減
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
等
を
実
施
し
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
新
規
の
支
援
策

と
し
て
、
産
後
ケ
ア
事

業
の
実
施
や
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

成
等
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
も
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
や

保
健
・
医
療
・
福
祉
の

連
携
に
よ
る
﹁
切
れ
目

の
な
い
支
援
﹂
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
の
ス
マ
ホ

依
存
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
対
策
は
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
長
時
間
使
用
は
、
集

中
力
の
低
下
や
心
身
不

調
な
ど
を
招
く
要
因
と

な
る
こ
と
か
ら
、
各
家

庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
が

必
要
で
あ
る
。

　
各
学
校
で
も
ス
マ
ホ

の
持
ち
込
み
を
原
則
禁

止
と
し
て
い
る
他
、

﹁
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
﹂

で
正
し
い
利
用
方
法
な

ど
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　
今
後
も
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
充
実
や
家
庭
と

連
携
し
た
ル
ー
ル
作
り

の
啓
発
活
動
に
努
め
て

い
き
た
い
。

健
康
づ
く
り

問答
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は

楽
し
く
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い

美
栄
子
議
員

坂
田

美
栄
子

坂
田

問答

問答

問問 答

問

答

答

子

育

て

支

援

拡
充
の
考
え
は

子
ど
も
ス
マ
ホ
依
存

問
題
対
策
は
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役
場
新
庁
舎
完
成

後
の
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
及
び
役
場
庁
舎

別
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

活
用
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　
　
新
庁
舎
完
成
後
は
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
で
執
務
す
る
民
生
部

の
一
部
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
役
場
庁
舎

別
館
の
経
済
部
、
農
業

委
員
会
を
新
庁
舎
に
移

転
集
約
し
、
来
庁
者
の

利
便
性
の
向
上
、
組
織

内
の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
と
し
た
い
。

　
移
転
集
約
後
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

他
の
町
有
施
設
を
利
用

し
て
い
る
団
体
に
移
転

を
打
診
し
協
議
を
進
め

て
い
る
。

　
今
後
も
新
庁
舎
完
成

後
に
速
や
か
に
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
で
き
る

環
境
を
整
え
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
縮
減
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　

保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い

る
﹁
え
く
ぼ
福
祉
会
﹂

は
、
活
動
人
数
が
増
え
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
等
が
手

狭
で
あ
る
。
空
き
ス

ペ
ー
ス
活
用
の
考
え
は
。

　
　
作
業
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
以
外
に
も
、
駐
車

場
も
必
要
な
た
め
、
他

の
団
体
と
も
調
整
し
な

が
ら
公
平
に
活
用
し
た

い
。

　
　

総
務
省
の
調
査
で

は
、
日
本
に
お
け
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
月
間
利
用
者
は
、

ラ
イ
ン
７
千
８
０
０
万

人
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
４
千

５
０
０
万
人
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
２
千
９
０
０

万
人
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
２
千
８
０
０
万
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

４
つ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積

極
的
に
活
用
し
、
情
報

発
信
、
共
有
、
拡
散
す

る
こ
と
は
美
幌
町
の
Ｐ

Ｒ
に
有
効
と
考
え
る
。

町
民
を
対
象
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
教
室
を
開
催
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
一
方
的
な
情
報
発

信
で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
対
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

双
方
向
で
の
情
報
発
信
・

受
信
が
可
能
で
、
宣
伝

効
果
が
大
き
く
、
災
害

発
生
時
の
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
の
活
用
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
個

人
情
報
流
出
な
ど
ト
ラ

ブ
ル
・
犯
罪
に
発
展
す

る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る

環
境
整
備
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
教
室
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
講

座
形
式
の
開
催
、
ま
ち

育
出
前
講
座
な
ど
団
体

や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
支

援
で
き
る
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
は
、

コ
ス
ト
が
あ
ま
り
掛
か

ら
な
い
取
り
組
み
で
あ

る
。
平
成
31
年
度
か
ら

の
実
施
は
可
能
か
。

　
　
出
来
る
も
の
か
ら

順
次
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

新
庁
舎
建
設

問答
庁
舎
完
成
後
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
は

関
係
団
体
と
円
滑
に
業
務
が
で
き
る
よ
う
活
用
し
た
い

晃
央
議
員

上
杉晃

央

上
杉

問答

問

問 答

答

問答

Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信

町
の
情
報
を
全
国
へ 〜　喫茶えくぼ　〜
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国
保
税
の
加
入
者

数
に
応
じ
て
課
税
さ
れ

る
均
等
割
に
つ
い
て
、

他
の
医
療
保
険
制
度
で

は
非
課
税
と
な
っ
て
い

る
﹁
子
ど
も
の
均
等
割

課
税
を
廃
止
・
減
免
﹂

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
国
保
税
は
世
帯
の

負
担
能
力
に
応
じ
て
課

税
す
る
所
得
割
と
資
産

割
、
受
益
の
程
度
に
応

じ
て
課
税
す
る
加
入
者

均
等
割
と
世
帯
平
等
割

で
税
額
が
算
定
さ
れ
る
。

　
均
等
割
に
つ
い
て
は
、

地
方
税
法
で
課
税
が
必

須
と
さ
れ
て
お
り
、
加

入
者
の
多
い
世
帯
の
そ

れ
に
見
合
う
負
担
は
、

一
定
の
合
理
性
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
ま
た
保
険
税
を
減
免

し
た
場
合
、
免
除
し
た

財
源
は
他
の
国
保
加
入

者
が
負
担
す
る
こ
と
と

な
り
、
国
保
会
計
の
持

続
的
な
財
政
運
営
、
負

担
の
公
平
性
を
保
つ
点

か
ら
、
現
状
で
は
難
し

い
。

　
今
後
も
負
担
能
力
が

な
い
子
ど
も
へ
の
均
等

割
課
税
の
あ
り
方
の
検

討
や
国
に
対
す
る
軽
減

措
置
に
伴
う
財
政
支
援

な
ど
を
要
望
し
て
い
き

た
い
。

　
　
国
連
が
示
す
﹁
家

族
農
業
の
保
護
・
育
成
﹂

に
つ
い
て
、
国
・
道
か

ら
の
具
体
的
な
対
応
方

針
を
含
め
た
﹁
国
連
家

族
農
業
10
年
﹂
へ
の
町

の
対
応
を
伺
い
た
い
。

　
　
国
・
道
か
ら
国
連

決
議
に
対
す
る
具
体
的

な
対
応
方
針
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
国
は
家

族
農
業
を
地
域
農
業
、

食
料
安
定
確
保
の
重
要

な
担
い
手
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
農
業
経

営
基
盤
強
化
資
金
、
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
、

経
営
体
育
成
支
援
事
業

な
ど
を
活
用
し
て
、
農

業
者
の
所
得
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
国
で
は
子
育
て
支

援
策
の
一
環
と
し
て
、

全
国
で
の
小
中
学
校
給

食
費
の
無
償
・
一
部
助

成
の
実
施
を
約
３
割
と

公
表
し
て
い
る
。

　
美
幌
町
で
の
学
校
給

食
費
の
無
償
・
一
部
助

成
の
検
討
状
況
を
伺
い

た
い
。

　
　
学
校
給
食
は
、
良

質
な
内
容
の
学
校
給
食

を
提
供
す
る
た
め
、
保

護
者
に
食
材
費
を
負
担

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
給
食
費
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
等
他
自
治
体
の
助

成
状
況
を
参
考
に
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。

国
民
健
康
保
険

問答
保
険
税
均
等
割
の
子
ど
も
分
減
免
の
考
え
は

現
状
で
は
難
し
い
が
、
国
へ
財
政
負
担
等
要
望
し
た
い

道
男
議
員

大
江道

男

大
江

問答

問答

問 給
食
費
無
料
・
助
成

検
討
状
況
は

答

国
連
家
族
農
業
 
年

町
の
考
え
は

10
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国
保
病
院
の
患
者

数
が
増
え
、
駐
車
場
が

不
足
し
て
い
る
。
駐
車

場
の
拡
充
予
定
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
病
院
に
は
、
１
５

８
台
分
の
駐
車
場
が
あ

る
が
、
職
員
及
び
町
外

の
通
勤
者
の
増
加
に
よ

り
来
客
用
駐
車
場
を
圧

迫
し
て
い
る
。

　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
一

部
を
職
員
駐
車
場
と
し

て
使
用
し
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。

　
駐
車
場
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
職
員
駐
車
場

の
移
転
、
病
院
周
辺
の

町
有
施
設
の
活
用
を
検

討
し
た
い
。

　
　
病
院
玄
関
前
の
花

壇
を
改
修
し
、
駐
車
場

を
拡
充
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
花
壇
の
設
置
は
、

患
者
・
ご
家
族
の
安
心

に
つ
な
が
る
。
ま
ず
は
、

職
員
駐
車
場
を
別
の
場

所
に
求
め
る
こ
と
を
優

先
し
た
い
。

　
　
昨
年
12
月
、
札
幌

で
消
臭
ス
プ
レ
ー
の
大

量
使
用
に
よ
る
爆
発
火

災
事
故
が
あ
っ
た
。

　
町
で
は
、
ス
プ
レ
ー

缶
は
、
使
い
切
っ
て
穴

を
開
け
ず
に
排
出
し
て

ほ
し
い
と
し
て
い
る
が
、

ス
プ
レ
ー
缶
収
集
後
の

処
理
作
業
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　
今
年
２
月
か
ら
、

ス
プ
レ
ー
缶
の
排
出
時

に
は
穴
を
空
け
な
い
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
収
集
後
の
処
理
作
業

に
つ
い
て
は
、
処
理
業

者
に
お
い
て
、
充
填
物

が
な
い
か
確
認
後
、
ア

ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶

に
分
別
し
、
他
の
缶
類

と
一
緒
に
プ
レ
ス
機
で

圧
縮
し
て
い
る
。

　
　
性
的
少
数
者
︵
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
︶
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
専
門
家

は
﹁
行
政
が
先
導
し
て
、

誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
﹂
と
指
摘

し
て
い
る
。

　
北
見
市
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
一
部
の
申
請

書
等
で
性
別
欄
を
廃
止

す
る
方
針
で
あ
る
。

　
誰
も
が
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
や
時
代
の
流

れ
を
考
慮
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
へ
の
配
慮
や
札
幌
市

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
な
ど
調
査
・

研
究
す
べ
き
で
は
。

　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
多
様
な
性
に
つ
い

て
知
る
こ
と
、
性
的
指

向
・
性
自
認
に
関
す
る

知
識
を
持
ち
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

　
各
種
申
請
書
な
ど
の

性
別
欄
に
つ
い
て
は
、

庁
内
で
調
査
を
行
い
、

性
別
の
必
要
性
を
検
討

し
、
町
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
研
究
し
た
い
。

国

保

病

院

問答
不
足
す
る
病
院
駐
車
場
を
拡
充
す
る
考
え
は

職
員
駐
車
場
の
移
転
、
町
施
設
活
用
で
対
応
し
た
い

危
険
ご
み
対
策

ス
プ
レ
ー
缶
収
集
後
は

性
的
少
数
者︵
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
︶

対
応
取
り
組
み
は

〜　国保病院駐車場　〜

〜　缶プレス機　〜

美
代
子
議
員

岡
本

美
代
子

岡
本

問答

問答

問答

問

答
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びほろ町ぎかい令和元年５月１日発行 No.232

　
　

昨
年
９
月
の
胆
振

東
部
地
震
で
は
全
道
一

斉
停
電
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
﹂
が
発
生
し
た
。

　

北
見
市
の
日
赤
看
護

大
学
で
は
冬
期
の
災
害

発
生
で
の
対
応
能
力
向

上
を
目
指
し
て
、
﹁
厳

冬
期
避
難
所
展
開
・
宿

泊
演
習
﹂
が
行
わ
れ
た
。

　

冬
期
間
に
お
け
る
停

電
は
、
命
に
直
結
す
る

問
題
で
あ
る
。
避
難
所

体
制
、
備
蓄
品
、
避
難

所
内
で
の
過
ご
し
方
等
、

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

　
　
避
難
所
の
暖
房
機

器
に
つ
い
て
は
、
町
内

19
カ
所
の
避
難
所
に
、

灯
油
ス
ト
ー
ブ
・
ジ
ェ
ッ

ト
ヒ
ー
タ
ー
・
毛
布
を

配
備
し
、
燃
料
確
保
は

北
見
地
方
石
油
業
協
同

組
合
と
防
災
協
定
を
結

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
必

要
整
備
数
な
ど
の
検
証

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
冬
期
間
の
避
難
所
生

活
に
お
い
て
は
、
積
雪
、

寒
冷
な
ど
に
よ
る
様
々

な
制
約
や
災
害
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

非
日
常
的
な
環
境
を
体

験
す
る
生
活
体
験
型
訓

練
実
施
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

取
得
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

避
難
所
運
営
・
防

災
教
育
ゲ
ー
ム
﹁
Ｄ
ｏ

は
ぐ
﹂
の
利
用
状
況
、

活
用
方
法
の
考
え
方
を

伺
い
た
い
。

　
　
﹁
Ｄ
ｏ
は
ぐ
﹂
は
、

図
上
訓
練
ゲ
ー
ム
で
、

避
難
所
運
営
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
町
で
は
、
自

主
防
災
総
合
訓
練
や
民

生
児
童
委
員
協
議
会
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
共
催
に
よ
る
合
同
研

修
会
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

　
﹁
Ｄ
ｏ
は
ぐ
﹂
は
、

自
助
・
共
助
の
意
識
高

揚
の
た
め
有
効
な
手
段

で
あ
り
、
避
難
所
運
営

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
担
っ

て
も
ら
う
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
効
果
的

で
あ
る
。
引
き
続
き
、

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　

全
町
民
を
対
象
と

し
た
﹁
美
幌
こ
ど
も
食

堂
﹂
は
、
子
ど
も
た
ち

を
中
心
と
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
の
べ
利
用
者

は
千
人
を
超
え
た
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の

見
守
り
の
場
・
居
場
所

づ
く
り
な
ど
健
全
で
安

定
的
な
事
業
を
継
続
さ

せ
る
た
め
、
町
で
支
援

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
、

無
料
・
安
価
に
食
事
を

提
供
す
る
﹁
こ
ど
も
食

堂
﹂
が
全
国
各
地
で
開

設
さ
れ
て
お
り
、
地
域

共
生
社
会
実
現
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
﹁
美
幌
こ
ど
も
食
堂
﹂

の
支
援
に
つ
い
て
は
、

団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
尊
重
し
な
が
ら
、

人
材
支
援
や
情
報
提
供

と
い
っ
た
側
面
的
な
役

割
を
考
え
て
い
る
。

災

害

対

策

問答
冬
期
停
電
に
よ
る
避
難
所
体
制
は

冬
期
訓
練
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
し
検
討
し
た
い

淳
一
議
員

稲
垣淳

一

稲
垣

美
幌
こ
ど
も
食
堂

支
援
の
考
え
は

防
災
教
育
﹁
Ｄ
ｏ
は
ぐ
﹂

取
り
組
み
は 〜　ジェットヒーター　〜

〜　食堂会場「青稲会館」　〜

問

答

問答

問

答



⒁

▼
今
年
の
冬
は
降
雪
量
も
少

な
く
暖
冬
で
し
た
。
農
業
に

お
い
て
は
生
育
不
良
、
病
害

な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

秋
の
豊
作
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

▼
昨
年
は
道
内
で
も
台
風
被

害
や
胆
振
東
部
地
震
と
そ
れ

に
伴
う
全
道
的
な
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
が
発
生
し
ま
し
た
。

美
幌
町
と
し
て
も
様
々
な
災

害
対
応
準
備
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
自
分
で
で
き

る
事
は
自
分
で
と
い
う
﹁
自

助
の
精
神
﹂
が
大
切
で
す
。

▼
新
元
号
が
﹁
令
和
︵
れ
い

わ
︶
﹂
と
な
り
、
町
議
会
も

新
体
制
と
な
り
ま
す
。
町
民

皆
様
の
多
様
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
美
幌
町
の
未
来
に
つ

な
が
る
４
年
間
と
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
義
典
︶

あ

と

が

き

議
会
運
営
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

戸
澤
　
義
典

岡
本
美
代
子

橋
本
　
博
之

上
杉
　
晃
央

稲
垣
　
淳
一

議会を傍聴しませんか

定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）

開かれ、議場入口にある受付票に住所及び

氏名を記入いただければ、どなたでも議会

を傍聴できます。

日程が正式に決まり次第、町のホームページ
などでお知らせします。

６月定例会は６月18日㈫頃から
開かれる予定です

　議員改選後初となる臨時会が５月10日㈮

に開催される予定です。

　当日は、議長・副議長の

選出、常任委員会委員等の

選任が行われ、第19次美

幌町議会での新たな４年間

がスタートします。

美幌町議会新体制で始動！

任　期　を　終　え　て （退任あいさつ）

美幌町長 土　谷　耕　治

　町長としての３期12年には

さまざまなことがありました。

　国では、地方自治体の財政健

全化に向けた健全化法が制定されました。ま

た、平成19年のリーマンショックと世界同時不

況が進行し、地方財政にも大きな影響があり、

大変厳しい財政運営を強いられ、行財政改革を

進める中で、町民の皆様には我慢、負担を強い

たりしたこともありました。

　美幌町においても、少子高齢化や人口の急激

な減少は避けられません。自己決定、自己責

任、そして、自己負担を伴う覚悟が必要であ

り、新たな発想とシステムによるまちづくりの

取り組みが求められることは明らかでありま

す。ふるさと美幌の総力の結集がなければ、美

幌の未来は開けないと思っています。

　この12年間、自分なりに美幌町のためにと精

いっぱい町長職を務めさせていただきました。

町民の皆様には大きなご声援や力強いお言葉な

どをいただきました。心から感謝申し上げま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　（要旨）

美幌町議会議長 大　原　　　昇

　私は、４年前、町民に見える

議会を目指し議長に就任しまし

た。

　この間、様々な節目の時期でもありました。

美幌町１３０年、北海道命名１５０年、議会制

度ができて70年という大きな節目に、議長に就

任して体験をさせていただいたことは、私のこ

れからの生涯に役立つものと思っています。

また、美幌駐屯地の存続、縮小など大きな節目

の時期でもありました。町長とともに行った

様々な陳情要望により、現在、美幌町にとって

良い方向に向かっています。

　今後、美幌町の人口減少を考えると、自衛隊

の存在は、第１次産業の農業、そして商業、工

業、運輸業、全てに対して大きな影響がありま

すので、次の議長、町長と一緒に少しでも力に

なれればと思っています。

　この４年間、皆様のお力をお借りし、そして

ここまで来れた事を深くお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要旨）
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